







































































































規模に繰り広げられた。橋下市政は、90 年代ニューヨークのジュリアーニ市政下で生み出された BID 
(Business Improvement District：ビジネス改善地区 ) を導入した。すなわち、公共空間の管理・運営
主体を私企業の共同事業体に委ねようとする施策である。公園に関しては、BID の手法が PMO(Park 
Management Organization：パーク・マネジメント事業体 )という形態で適用された。その帰結として、
天王寺公園の主要部分の管理運営は近鉄不動産に委託された。また、大阪城公園はその全域の管理・運
営が、電通をはじめとする共同事業体へと委託された。これらの公園内には、スターバックスコーヒー
などを擁するショッピングモールが、次々と建設されつつある。前述したように、1980 年代のイベント・
オリエンテッド・ポリシーは、都市全体を博覧会場へと転化することを目論むものだった。その目論見
が、現在、大々的に実現されている。
b）釜ヶ崎をめぐる状況　
 上記の施策と並行して、橋下徹は、釜ヶ崎に対しては「西成特区構想」を打ち出した。このプ
ログラムにおいては、諸団体からの提案を重視する官民協働路線と並行して、監視カメラの増設、公園
における強制撤去などの施策が遂行された。なにより重要なのは、この「西成特区構想」が、釜ヶ崎の
開発可能性を広く知らせるシグナルとなったことである。この状況下で、釜ヶ崎におけるジェントリフィ
ケーションの可能性は急速に高まりつつある。釜ヶ崎に隣接する広大な公有地は市場へと売りに出され、
高級リゾート「星野リゾート」が買い取った。この高級ホテルが建設されたあかつきには、釜ヶ崎にお
けるジェントリフィケーションが一挙に加速するだろう。しかし、ジェントリフィケーションに反対す
原口剛
都市空間の略奪をめぐる抗争――大阪のケース・スタディ
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る声は、いちじるしく少数化されつつある。
3.	 おわりに
 デヴィッド・ハーヴェイは、グローバル資本主義においては土地や資産の強奪といった次元が
比重を増大させていると指摘し、これを「略奪による蓄積」と呼んだ。新自由主義的アーバニズムと報
復主義的アーバニズムという都市化の両側面は、その具体的事例であるといえよう。この 2つの側面が
補い合うことで、都市空間の領有によりレントを抽出する趨勢は、いっそう高められる。かくして現在
の大阪では、貧しい労働者の存在を許さぬような空間が、急速に拡大しつつある。他方で、それぞれの
都市には固有の経緯もあるだろう。たとえば、はやくも 1980 年代から「イベント・オリエンテッド・
ポリシー」というスローガンが掲げられ、その後もかわるがわるメガイベントが繰り返された点は、大
阪という都市に固有の経緯といえるかもしれない。都市化の過程は、その都市が置かれた文脈によって、
じつに多様でありうる。そのような過程の多様性を認識しつつ、さまざまな都市に共通する力を見出し
ていくことが、グローバル資本主義の動態を認識するために欠かせない視座となるだろう。略奪に対す
る抗議が少数化させられ、都市研究の領域でも批判的な力が失われつつある日本国内の状況において、
このような視座を確立することは、なおさら重要な課題である。
